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流山市が提供している
ごみ焼却に伴うデータ

毎月のデータは、2018（Ｈ30）年度から
「ごみ焼却量」「可燃ごみ組成分析」が

公表された。



2年前のＣＯ２排出量（年間）が公表される ＣＯ２排出量については未公表



https://www.city.nagareyama.chiba.jp/life/1002401/1002564/1002565.htm
l

前月のデータ（速報値）が毎月公表されるようになった。

ごみ焼却に伴う毎月の
燃料消費量、消費電力量は
公表されていない。
（公表を望む！）

https://www.city.nagareyama.chiba.jp/life/1002401/1002564/1002565.html






ごみ焼却に伴う
毎月のＣＯ２排出量は

ＯＢＮで計算している。

＜入手データ＞
・毎月のごみ焼却量（ゴミ処理情報より）
・毎月のプラ混入率（組成分析の「湿ベース」より）









温室効果ガス排出量
＝（プラ焼却によるＣＯ２）
＋（ごみ焼却によるメタンからのＣＯ２）
＋（ごみ焼却による一酸化二窒素からのＣＯ２）

＝（ごみ焼却量＊プラ混入率＊水分含有率（80％）＊2.765）
＋（ごみ焼却量＊0.00000095＊25）
＋（ごみ焼却量＊0.0000567＊298）











流山市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）









5月まで



ＣＯ２削減対策

＜正しい分別＞

１，焼却ごみの減量化
＝焼却ごみを

資源化する

２，プラ混入率の低減化
＝容器包装プラは

資源化する





おわり


